


































































































2016年度 後期 受講者： 8名（受講者の内訳：経済（2），人文（1），理（5））
























































































































a）いろんな道具， b）静かな部屋， c）小さな車， d）おかしな味
これは，形容動詞（日本語教育では「ナ形容詞」）と連体詞を区別させる問題であるが，このような日本語
についての問いに受講生が戸惑うことは，自らを日本人であることの自覚に揺さぶりをかけ，インパクトの
大きい刺激になったと思われる。
5）平成19年6月に改正教育職員免許法が成立し，平成21年4月1日から教員免許更新制が導入された。これに
より，原則的に，教員免許状の有効期間満了日（修了確認期限）の2年2ヶ月から2ヶ月前までの2年間に，
大学などが開設する30時間以上の教員免許状更新講習を受講・修了した後，免許管理者（都道府県教育委員
会）に申請することが，初等中等教育の現場の教員に求められることとなった。その目的は「その時々で教
員として必要な資質能力が保持されるよう，定期的に最新の知識技能を身に付けることで，教員が自信と誇
りを持って教壇に立ち，社会の尊敬と信頼を得ることを目指す。」とある。（「教員免許更新制の概要」文部科
学省）
6）これらは，授業あるいは講習を終えた感想として述べられているものである。試料（コメント）の数が多い
ため，紙面の都合上なるべく無作為に抽出しそのまま列記したものである（教員に対する謝辞など，本研究
に直接関係の無い部分は省いた。）。ただし，これらは，実践（3）を除いて，同僚と協働で行なった授業への
コメントなので，同僚の講義内容に対するコメントを内包しているものがあると思われる。
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巻末資料
（1）日本人（学生）・受講者の所見 コロキアム「留学のための教養講座」の受講生より
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日本人だからこそ気づかない部分が多くあって，日本語を海外の人に説明する難しさを知った。
今の世界は日本からの視点だけでは捉えきれなくなっている。自国のアイデンティティーを保ちつつ外国のものも取り入れ
るのは大変難しいと思う。…〈中略〉…私たちはいずれ新しい21世紀の日本を作らなければならない。そのためには私たち
が学ぶことが大事である。次の日本を作り上げることが私たちの役割だと感じる。がんばって留学しよう！
日本語の特徴について考えたことは，ほとんどなかったので，特徴を見つけるのには苦労した。みんなから言われて，なる
ほどと思うことも多く，おもしろかった。…〈中略〉…私は英語やフランス語を学んで，身に付けるのにとても苦労している
が，それは日本語学習者にとっても同じことなのに，あまり年の変わらない留学生が流暢に日本語を話しているのをみて，自
分ももっと頑張らなければと思った。…〈中略〉…一度しかない人生を充実したものにするために，私は留学する人生を選び
たい。
当たり前に使っている日本語について考える機会を与えてもらった。新たな発見があり面白く感じた。母国語を大切にして
いきたい。…〈中略〉…留学にはぜひチャレンジしたい。JICAの活動にも興味がある。
自分や日本について深く考えさせられる授業だった。…〈中略〉…教養がついた。面白かった。長期留学に行きたいという気
持ちが高まった。
今まで漠然と外国へ行きたいとか，国際協力に興味があると思っていたが，，，。日本語の難しさや日本についてたくさん考
えることが出来た。…〈中略〉…春に語学研修に参加しようかどうか迷っているので，参考になった。
日本語はどんな言語かということを考えたとき，母語であるのに特徴などがすぐに思い浮かばず，自分は日本語について客
観的によく分かっていなかったと気づいた。この授業では，普段全然考えないこと，当たり前のように感じていることについ
て，じっくり考えてみることが多かったので，日本について客観的に理解できるようになったと思う。
留学の準備には，行き先の国の言語よりも，まずは自国の文化・言葉を理解することが大切だということを学んだ。特に，
日本語は母語として理解しているつもりだったが，今まで思いもしなかった観点から日本語の分析をして改めて日本語につい
て理解を深めることが出来た。これから，目標の留学が出来るように，いろいろな知識を蓄えていきたい。
私は最初，この授業では外国のことについてやったりするのかなと思っていたけど，実際には私たちが住んでいる日本につ
いてのことでした。普段，全く考えずに使っている日本語について深く考える機会を与えてもらい，本当に良い機会だなと思っ
たし，本当に私のためにとって大切な知識を得られて良かったです。この授業で学んだことをバネにして，外国に飛び立って
いきたいです。
日本語を母語とする私たちにとってごく当然のことであるがゆえに，普段なかなか気付くことができないような日本語の難
しいところや不思議なところを，また，日本語を通して日本に独特の慣習や文化などを発見する貴重な機会となりました。そ
して日本語を母語としない人たちと交流するにあたって，日本語だけでなく日本の文化や伝統などを深く知る必要があること，
そして私達は自らの文化に関して意外にも知らない事が多いということに気付かされました。この様な私たちにとって「当た
り前」であった物事を見直すという視点を得ることができるこの授業は，私をはじめ，留学を志す方々には欠かせないものだ
と思います…〈中略〉…この講義を通して学んだ，私達にとっての「当たり前」を見直して相手にいわば「ローコンテクスト
な表現」でものごとを伝えるということは，国外の方だけでなく，同じ日本に住む人との交流に於いても活かすことが出来る
のではないかと考えています。
（2）日本人（学生）・受講者の所見 「国際交流活動論」の受講生より
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今回，副島先生の授業を通して，日本語について様々な視点で考えることで，多くのことを学び，日本人として日本の文化
を改めて見つめ直す良い機会になりました。私たちが日頃何気なく使っている日本語を今度は日本以外の国の留学生の視点で
考えたり，あるいは私たちが留学した際に現地の人に日本の文化や日本語についての質問されたとき，どう説明するかを考え
た時は，相手に文化を伝えることがいかに難しいかを実感しました。そして，自分が日本人として日本のことについてまだま
だ知らないことが沢山あることを知り，自分の国の事なのに質問されたことに対して答えられなかったことが凄く悔しかった
です。なので，日本語や日本文化に日頃からもっと興味を持ち，海外の人に日本の良さや日本ならではの言葉や文化を伝えら
れる人になりたいです。今の時代は，国際交流をすることが当たり前になってきています。そんな中で，やはり自分の国のこ
とを相手に伝えられないとなると，相手と仲良くなれる貴重な機会を逃してしまいます。英語を話せることももちろんなので
すが，それ以前に自分の国への理解度を上げていく事も同じくらい大切だということを改めて感じさせられました。このよう
に副島先生の授業は私にとってすごく貴重な時間になりました。留学を考えている日本人学生にとってすごく良い刺激になる
と思いますし，また自国への理解度がどのくらい自分にはあるのかを知れる貴重な機会になると思います。ぜひ来年度も開講
してほしいと思います。
正直，この授業を履修した理由は教員免許に必要な単位を楽に取ることができると思ったからです。でも，実際に副島先生
とバハウ先生の授業を受けて見ると驚きの連続で，これからの人生で支えになるような言葉をたくさんいただきました。授業
の中では，自分が普段から何気なく使っている日本語や，無意識の中で正しいと思いながらレポートに書いていた日本語もよ
く考えてみると，様々な意味を含んでいると学び，視野が広がった。日本語を改めて考えることは，私にとっては経験と関連
づけて「楽しい」と感じることができた。しかし，私がこれまで出会ってきた小学校の外国人の子どもたちや，大学内で見る
留学生にとっては生きるために必要とはいえ，新しく言語を習得することは大変なことだと感じた。
これまで日本語について真剣に向き合ってきたことはなく，とても新鮮な気持ちで臨むことができた。問題として出された
ら，確かに違和感があった。その違和感を「自分の言葉で表現する。」ことを学んだ。改めて日本語について考えると「難し
い」の一言だった。20年近く日本語を使ってきた自分ですら難しく感じる日本語を，子どもたちに教えられるか不安に感じた。
子どもたちが着実に日本語の理解を深めて行けるために，教師として，言語の壁にぶつかった子どもに対して何ができるの
か。教師による支えだけでなく，クラスメイトとの関係づくりや教室の雰囲気作りについても考えさせられた。その子の苦し
みは全てわかってあげることはできないとは思うが，クラスとの関わりの中で安心できる居場所を作っていきたいと思った。
教員を志望している自分にとってはとても身近で，学級運営で役に立つと思った。実際にたくさんの外国人児童が普通学級
で学んでいる姿を見てきた。また，言語の壁に当たり，支援級や保健室に通っている子も見てきた。そのような現状の中で，
その子たちに私ができることは小さなことかもしれないが，言語という学びや出身国・ルーツを知ることを通して，自分に自
信や誇りを持って生きていける子を育てたいと思った。そのために，「安心して間違えることができる居場所」作りに努めた
い。
はじめは，日本語というものについて考えるのはおもしろそうだなといった軽い気持ちで受講してみようと思い，履修しま
した。10回の講義では，私たちの母語である日本語というものの難しさとおもしろさの両方を感じることができました。教
員になる上で，生きてくるような内容だったと思います。なかなか全てを頭に入れて教員をすることは難しいかもしれません
が，もし学校にいる外国人児童がいて，その子が日本語に悩んでいたら，この講義のことを思い出してみようと思います。
日本語というものは，私たちにとって当たり前のものすぎて，それについて深く考えるということはあまりしてきませんで
した。それが，今回の講義で日本語というものを外から見つめ直すことができました。ふと感じていた日本語の不思議が解消
したり，それと同時に日本語というものの難しさを改めて実感したりしました。
まず，私たちが教員になった時に，教室の中に，もしくは学校の中に外国人の児童が数名いるということが当たり前だとい
うことに気づかされました。そういった外国人の児童には日本語を学習する上で，得意，不得意があるということも知ること
ができました。知っていなければ，教師自身も子どもの困難に寄り添ってあげることができないだろうと感じました。
まず，私たちが教員になった時に，教室の中に，もしくは学校の中に外国人の児童が数名いるということが当たり前だとい
うことに気づかされました。そういった外国人の児童には日本語を学習する上で，得意，不得意があるということも知ること
ができました。知っていなければ，教師自身も子どもの困難に寄り添ってあげることができないだろうと感じました。
日本で学ぶ他国の子どもたちが，無理なく学べるような援助を行う時や，その時に他国についても知ったうえで寄り添うと
いうこと。もう少し他国の文化に触れる機会があれば良いと感じる。
この授業で日本語を外国の人に教える難しさや注意点などを楽しみながら学ぶことができました。私はこの授業を受けるこ
とができて日本語を教えるということに少し興味を持つことができたし，外国の子供がクラスにいてもある程度対応すること
ができそうだと感じました。
私が外国語を勉強するとき様々な文法を学んで来ました。外国人が日本語を勉強するときも同じように日本語の中の文法を
学んでいると思います。そういった人たちに教える人もまた文法などを理解しておく必要があり，誰でもできるような仕事で
はないと感じました。自分のクラスに日本語のあまり得意ではない外国人の子供が来たときにその子供の手助けをしたり，少
し発音がおかしかった時に外国語と日本語の発音の差異などを説明することで助けることができると思いました。他には国語
の時間や外国語の活動で文法を教える時に授業での経験を生かすことができると思いました。
国際交流活動論と聞くと，外国について学ぶのかと思っていたが，日本語について学ぶことにまず驚いた。確かに国際交流
を行う上で，自国のことについて知らなければ他国との交流もままならないのではないかと思う。今回の講義で詳しく日本語
について学ぶことができて大変良かったと思う。
英語に変換することで文法上の違いに気付くこともあり，他の言語と比較することでその言語についての理解が深まること
もあるのだと実感した。
自分の国についてもっと知っておかなければいけないと感じました。日本について聞かれた時にたくさんのことを自信を持っ
て伝えられるといいと思いました。
今までは，日本人はほかの国よりも英語の勉強をしなくて，英語を話そうとしないから他の国よりも英語で会話する能力が
ないのだと思っていたけど，言語の特徴的に英語と日本語は全く違うなと授業を通して思ったので，やはり英語を話さなけれ
ば生きていけないような環境にいないと私たちはなかなか英語での会話能力は向上しないなと思った。
日本語という言語を客観的に見つめ直すことができたと感じる。今まで感覚的に使ってきたが，改めて文法を学ぶと英語以
上に複雑で曖昧な印象を受けた。すべてをマスターしたわけではないが，日本語の教え方を学ぶのは新しいことを学んでいる
ようで面白かった。また，自国のことについて知らなすぎるということを実感するきっかけになった。
「国際交流」というと英語で外国人と話すというような浅はかな意味で今まで認識していたが，それはただの言語の練習でし
かないと気付いた。真の意味で国際交流するなら，まず自国について知り，聞かれたらそれを説明できるくらいにしておかな
ければならないと感じた。
（3）日本人（教員）・受講者の所見 免許状更新講習「教養としての日本語教育」の受講生より
29
日本語が母国語である私でも日本語について知らないことがたくさんあって驚きました。「わっしょい」とか「てんやわん
や」とか，普段は何気なく使っていても実際に他人に説明するのが難しいことだと分かりました。日本語について勉強しなけ
れば外国の人に日本語をちゃんと教えることはできないなと思いました。
今，中華料理屋さんでバイトをしていて中国の方々がたくさん働いています。その人たちは今も日本語を勉強しています。
私がこの前に「明日」といっても通じなくてどうして聞き取れないんだろうと思っていました。外国の人々はそれぞれ聞き取
れる音が違うということを知って話す時は気を付けて話そうと思いました。
日本語を母語としない国籍の人々がどのように日本語を学び，その過程でどのようなつまずきや発見があるのかといったこ
とを客観的に捉えることができてよい機会になった。
私は，春休みにアメリカに語学研修に行ったのだが，そこの大学の学生のなかでも日本語学科に通ったり，日本の文化に親
しみをもって関わっている学生がいた。日本語は決して閉ざされた言語ではなくなったということを実感し，少しでもそのよ
うな学生の手助けになりたいと今回の学習を通して思った。
自身の経験としても，サークル活動や短期留学等で留学生の方とは触れ合うことがなにかと多かったので，とても身になる
授業を受けさせていただきました。また今度国際交流センターに行きます。
日本語ついてはあまり学ぶ機会がなかったのですが，母国語について真剣に考える機会を持つことができてよかったと思い
ます。この経験を，今後英語を学ぶ際に役立てたいです。
日本語を学ぶ立場に立って考えるというのは自分にとってとても新鮮な感覚でとても勉強になりました。
日本語教育と国語教育が違うものだということ，よく分かりました。退職後，私はボランティアで外国人の子どもに日本語
を教えたいと思っています。
日本語=国語だと思い参加しましたが，全く違うものだということを改めて感じました。普段当たり前に使っている品詞，
動詞や助詞などを学び直してみると，とても難しいなと思いました。…〈中略〉…外国の方たちが日本語を学ぶのが大変だろ
うと思いました。外国人の保護者との対応の場面で，保護者の気持ちに添って丁寧に対応したいと思いました。
外国人が日本語を理解しがたいのは，ひらがな，漢字，カタカナがあるからだと思っていたが，動詞，助詞などいろいろ難
関な点があることが分かった。
普段特に意識して話すことがない・日本語・，意識して勉強すると難しいものだと実感させられました。そして保育者とし
てもきれいな言葉を子どもたちの耳に入れていきたいと思います。
自分は当然のように習得した日本語について，詳しく誰かに説明したり，なぜこうなるのか，というのを考えたりしたこと
はなかったちと思います。今日，日本人の私も発見の連続で，とても興味深く聞くことが出来ました。もし私が外国人だった
ら，確かに「ここがどうしてこうなるのだろう」と疑問に思うところが納得できた気がします。
日本人向けにこのような講義がされることはあるのだろうか。ちゃんと日本語を理解するというのは，愛国心みたいなもの
も高まっていいのではないかと思う。
17年前に4カ月に渡って日本語教育の研修を受けたことがあるが，まだまだ未知の項目がたくさんあると感じた。外国語
教育に携わる者としてまだまだ勉強していかなければならないと思う。…〈後略〉…
日本人でありながら，乏しい日本語に関する知識を実感できて，とてもためになった。
国語教師の発想では本当に分からないものもあり勉強になった。タレントさんでも留学生の方でも，日本に住む外国人の方は
うまく日本語を使っていらっしゃる。本当に尊敬してしまう。自分は英語でさえ満足に話せないのに，普通の日常の日本語は
話せるし，半分プロなのでせめて日本語の使い方の説明が分かりやすく出来るように，さらに勉強していきたい。
国語とは違った日本語としての文法の面白さが感じられました。…〈中略〉…文法的なこともよかったのですが，日本語非
母語話者の立場から感じる日本語の難しさや意識の違いをもっと知りたいと思いました。
いつも何気なく使っている日本語について考える良い機会になりました。今日のような見方をしていくと，日本語，語学っ
て面白いなと興味が湧きました。
外国人が日本語を学ぶ視点って全く未知の世界でしたが，辞書形やマス形，テ形などとても興味深いものだと感じました。
私は毎日園児との関わり特にブラジル人の子が多いので，その子たちにどうやって接していけばよいか等，具体的な事も聞け
たらよかったと思いました。
日本語を改めて学ぶ事がとても新鮮でもう少し学んでみたい気持ちが出てきました。日本語の奥の深さを感じました。明日
から子ども達に少しでも素敵な日本語が伝えられたらと思います。
私自身，日本語を大切に話したいなと思いました。また，今の学校にはいませんが，外国籍の日本語が話せない子と接する
際にも話し方に気を配っていきたいです。
